
兵庫県採用説明会
（経験者採用）
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兵庫県人事委員会事務局

ようこそ
兵庫へ！



あなたは、何のために働くの？

・お金を得るための手段？
・特技や資格を活かしたいから？
・子供の頃からの憧れ？
・みんなが働くから、なんとなく？

仕事＝働くことを通じて、
あなたも、家族も、そして地域（社会）も
みんなが幸せになる？
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○県の仕事
政策を通じて、地域の課題を解決する＝県民を幸せにする仕事
【地域の課題（例）】高齢者の介護、子どもの保育や教育、

商店街活性化、地震・津波対策、道路整備 など
○政策とは、課題を解決する手段
・予算（税金）を使う
法律や条例による規制、補助金、行政指導、啓発などの手法も活用
・政策の受益者（顧客）≠コスト負担者
所得を再分配。社会的弱者を救済。共に生きる社会をつくる

公務員の仕事は、こうした政策をつくり実行すること

公務員として働く
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Ⅰ 調べる
○ニーズ把握
(住民や企業の声、議会からの申入れ、
統計・アンケート調査など)

Ⅱ 考える
○課題の抽出
○目標の設定
(あるべき姿・望ましい水準)

○解決方法の検討
・具体的に（５Ｗ２Ｈ）
なぜ、いつ、誰が、どこで、何を、
どのように、いくらかけて

・方法：法律や条例による規制、
補助金、行政指導、啓発など

政策をつくり、実行するプロセス

Ⅲ 議論する
○協議 知事・市長と、団体・住民と
○決定 議会で審議のうえ、議決

Ⅳ 実行する
※これで終わりではない

Ⅴ 実績を評価する
○議会や住民に実績を報告（公表）
○監査や決算審査

Ⅵ 再び考える
〇より良いものに見直す
＝ＰＤＣＡサイクル
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政策を通じて、地域の課題を解決する点は同じ

違うのは

国・道府県・市町村の違い

〇市町村 基礎的な地方公共団体（住民に身近な行政全般）
（例）消防、住民票、上下水道、ごみ処理、生活保護、小中学校など

〇道府県 広域的な地方公共団体（市町村が処理できない事務）
（例）防災、警察、産業振興、環境保全、農業振興、児童福祉、

保健所、教育行政、県道、河川 など
〇国 全国統一的に、全国的規模・視点で実施すべき事務

（例）外交、防衛、司法、通貨、金融、年金 など
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③ 市町より、スケールの大きな仕事が可能

①「企画・立案」も「事業実施」も経験可能
（地域の課題解決にトータルに関われる＝成果を実感）

② 国より、幅広い分野の中から、自分に合った仕事
を選択可能

兵庫県職員の特徴・魅力は？
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兵庫の魅力：特色ある５つの地域

神戸・阪神のほか、北は但馬、南は淡路、西は播磨
まで、多様な個性をもつ大きなフィールド

但馬

丹波

淡路

播磨

神戸・阪神
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兵庫県の重要施策
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病床数（重症） 病床数（重症除く）

宿泊療養室数（軽症） 入院・療養者計

兵庫県の新型コロナ対策（７つの特色）
「対処方針」に基づく総合的な対応特色１

●本部長（知事）のもと、県幹部と関係機関（県医師会、保健所長会、病院協会、民間病院協会、神戸市、陸上自衛隊等）

による対策本部会議を機動的に開催
●個別対策だけでなく対策全体を「対処方針」にとりまとめて公表 ●県民への「知事メッセージ」で呼びかけ

公立３病院を中心とした「公私立病院ネットワーク」の構築

全国に先駆け「入院コーディネートセンター」を設置

兵庫県の独自基準により「自宅療養者ゼロ」を堅持

特色２

●県立加古川医療センター（拠点病院）、神戸市立医療センター中央病院、
県立尼崎総合医療センター（重症等特定病院）

●重症病床を含む感染者病床数を順次拡大（663床（うち重症110床））

特色３

●CCC-hyogoの設置（3/19）、EMIS（ｲｰﾐｽ）の活用（3/18）により、
感染拡大前に、保健所圏域を越えた入院調整体制を構築

●軽症者用の宿泊療養施設を順次拡大（700室）
●陽性者は原則全員入院し、医師の判断の上で、軽症者を宿泊療養に移行

陽性者の安全・安心を徹底
家族間感染リスクを抑制

特色４

病床数と入院者数の推移
～円滑な入院調整で医療崩壊を回避～

大阪府６１７人、東京都５３８人、愛知県４１７人など
全国１６都道府県で２５００人超が自宅療養（8/26時点）

神戸市第1次対応検証結果報告書（7月）抜粋
兵庫県が「自宅療養は発生させない」という強い方

針の下で、神戸市内の患者を市外の病院で受け入れる
入院調整を積極的に行っていただいたことが大きな役
割を果たしたことを忘れてはならない。

※ CCC-hyogo：新型コロナウイルス入院コーディネートセンター
EMIS：広域災害救急医療情報システム

医療資機材の長期備蓄特色５ ●県がマスク等の医療資材の在庫状況を把握し、不足する医療機関等に配布
●医療機関で３ヶ月分、社会福祉施設で２ヶ月分を確保
●さらに県において医療機関６ヶ月分、社会福祉施設２ヶ月分を計画保管

553床

110床

216床

30床

365人（4/21）

215人（4/10）

700室

321人（8/9）



ポストコロナ社会／兵庫モデルの構築

強固な
情報基

盤

都市部
から地
方へ

起業・
創業

今回のコロナ禍により、情報化・デジタル化への対応の必要性を痛感
⇒ ひょうご情報ハイウェイの増強等により「情報通信基盤の整備」を強化

一方、大都市の脆弱性や東京一極集中の弊害も改めて浮き彫りに
⇒ UIJターンや二地域居住など「都市部から地方へ」の流れを加速

これらを実現するためには、県全体として、しっかりとした経済基盤が必要
⇒ ものづくり産業等従来の強みに加え、「起業・創業の活性化」により強固な兵庫経済に

【ワーケーション・イメージ】

【コワーキング・イメージ】
テレワークで場所や時間に関係なく柔軟な働き方ができる社会へ



情報基盤の整備強化／兵庫情報ハイウェイの増強

（兵庫情報ハイウェイとは）

県庁と県地方機関を結ぶ県庁ＷＡＮ、市町を結ぶLGWANなど、

行政各分野のネットワークの基盤

ネットワーク名 接続拠点

県庁ＷＡＮ 県民局、病院等（約150拠点）

教育情報ネットワーク 県立学校等（約160拠点）

LGWAN(自治体ネットワーク）
各市町

情報セキュリティクラウド

兵庫情報ハイウェイの増強

〈通信速度10Gbps→20Gbps〉

〈アクセスポイントの追加（北淡路）〉

〈企業への解放〉

⇒ GIGAスクール、遠隔授業、遠隔医療、

在宅勤務・ﾓﾊﾞｲﾙﾜｰｸ、Web研修、企業誘致
● AP （アクセスポイント） 25カ所

・ハイウェイの入り口（NTT局舎、データセンター等）

・利用者は最寄りのＡＰまで光専用線（月10万円程度）を用意して接続

今年度追加

【兵庫情報ハイウェイのしくみ】



都市部から地方へ／機運の高まり

1 国全体での意識（内閣官房調査）［R2.5公表］

東京圏在住者の49.8%が「地方暮らし」に関心を持っている
地方出身者に限れば、６割強が関心を持っており、東京圏出身者よりも高い

※ webアンケート：東京圏（１都３県）在住者（20～59歳）10,000名

2 県下における状況（コロナ下の移住相談）

丹波市での５～６月の相談件数は約２倍（昨年同月比）

「即日入居可」「賃貸可」の好物件への問い合わせが殺到

4月 5月 6月 7月

R1 142 105 141 157

R2 98 175 214 160

丹波市における移住相談件数

但馬でも豊岡市(４倍) 養父市(1.6倍) 朝来市(２倍)
コロナを契機とした相談多い

但馬全域でオンライン相談を導
入。既に通常相談を上回る相談が
あり

3 県施策の充実・強化

○実施時期 ： R2年9月下旬～10月（3泊4日程度）

○場 所 ： 新温泉町（湯村温泉）

○招 聘 者 ： 首都圏企業から20名程度

（ベンチャー企業、雑誌・PR会社、食関係など）

○行 程 ： 執務環境の確認、地元観光施設や生産者等を訪問

※改善点、課題等を検証し、今後の取組拡大の契機とする

○ たんば移住・環流促進連絡会（県民局など16団体）が主体［Ｈ28～］

○ ① 「たんば暮らしファン交流カフェ」（於:東京・大阪・名古屋等）

⇒ 本年度は一部「オンラインイベント」［コロナ対応］

② 「たんば暮らしお試し滞在」（民宿、ゲストハウス）［R2新規］

③ 「たんば暮らし家計簿」（先輩移住者の紹介）［R2新規］

○ カフェ参加者が福住地区の空き家を訪問（12名）［R2効果例］

ｵﾝﾗｲﾝｲﾍﾞﾝﾄ参加者がｹﾞｽﾄﾊｳｽを来訪し、お試し滞在［R2効果例］

移住・環流プロジェクトの推進（丹波） ワーケーションファムトリップ（但馬）



都市部から地方へ／移住者の事例紹介

これまでに首都圏や大阪から移住してきた若者が、先輩移住者として、
Living in Hyogo の体験をトークイベント等で発表

地域おこし協力隊在任中、ゲストハウスを地元の協力のもとオープン

・ 大阪府出身の田尻茜さんは、大阪の山登り専門の旅行会社に就職

・ 学生時代に訪れた小代のことが忘れられず移住を決意し、平成28年度に地域おこし協力隊として活動

・ 場所ではなく人に会いに行く宿があればおもしろいと「スミノヤゲストハウス」を2019年春にオープン

・ 整備にあたっては、地元の人や友人らと解体撤去やコンクリ打設、断熱材、コンパネ張り等々実施

・ 費用はクラウドファンディングで調達（１ヶ月で63万円が集まる。6割が香美町の方々からの支援）

香住町

牧場オーナーの暮らし方に魅せられて、東京都心から養父市大屋町に移住

・ 横浜市出身の山崎友香さんは、大学で報道を学び、東京の農業雑誌を扱う出版社に就職

・ 自分で特集した特集記事の取材で大屋町の牧場オーナー夫妻を取材

・ 餌の生産から飼育、肉の加工、販売まで全ての工程を”自らの手の届く範囲”で行うオーナーに共感

・ 長期休暇を利用しては牧場に足を運ぶようになり、2016年に養父市に移住し牧場で働くことに

・ お付き合いしていたご主人（東京でテレビ局のディレクター）も移住し、今は豊岡の映像会社勤めに

大屋町

牧場のロゴマーク
（オーナー婦人作）



起業・創業の活性化／起業プラザひょうごの３拠点

起業・創業の機運を高めるため、コワーキング施設「起業プラザひょうご」を平成29年10月に開設
令和2年度は、同プラザをSMBCと官民連携施設として拡充。姫路と尼崎にも新たな拠点を整備
神戸市とともに誘致したUNOPS GIC（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｾﾝﾀｰ）も開設に向け準備中

起業プラザひょうご 起業プラザひょうご尼崎 起業プラザひょうご姫路

開設 令和２年９月１日 令和２年７月29日

場所 三井住友銀行神戸本部 尼崎市中小企業センター 大手前ダイネンBLD.Ⅱ

規模 774㎡ 240㎡ 280㎡

特色
ＳＭＢＣとの官民連携

「UNOPS GIC」 併設

市ｺﾜｰｷﾝｸﾞ施設との一体運営

経営相談員による伴走型支援

若年層も含めた起業家育成

地元企業とのマッチング

スモールオフィス

ワーキングデスク

GIC JAPAN(KOBE)

コワーキングスペース

【㈱Integral Geometry Science】
・神戸大学発のスタートアップ
・マイクロ波乳がん検査機器を開発・提供
・兵庫県COEプログラム採択（H31）

【株式会社T-ICU】
・2019年神戸市医療産業都市に進出
・遠隔集中治療支援サービスを病院向けに提供
・ひょうごクリエイティブ起業創出事業採択（H29）

【Sagri株式会社】
・農業課題解決をめざした氷上町のベンチャー
・人工衛星の観測データを基に農地管理や収穫予測
・兵庫県COEプログラム採択（R2）

県
内
有
望
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
例

起業プラザひょうごリニューアルオープン（上）と施設概要（下）



新たな長期ビジョンの策定に向けて

「2030年
の展望」

リーディング
プロジェクト
の推進

ポストコロナ
社会・兵庫会
議の提言

新ビジョンの策定へ（2021年度内）

2050年頃を目標年次

「すこやか兵庫」の実現

ポストコロナ社会の実現

令和2年7月8日 提言書発表

将来構想研究会で新ビジョンを議論

平成30年、県政150周年を機に、近未来の兵庫像を県民と共に「2030年の展望」として策定
展望を具体化するため、「リーディングプロジェクト」として16の先駆的な取組を展開中
さらに、現行長期ビジョンが策定から20年経過したことから、新たなビジョンの策定に着手



兵庫2030年の展望とリーディングプロジェクト

交流五国１0 豊かな生活空間１1

「暮らしの質」

子育て安心社会5
3 充実する「自分時間」

6 進む健康長寿
7 安全な暮らし

「未来の活力」
１ 価値創造経済 2 全員活躍社会
未来に挑む人づくり4
9 御食国ひょうご

8 環境先進地

1 「未来の活力」の創出
人口が減っても活力が持続する兵庫

２ 「暮らしの質」の追求
豊かな生活ができる兵庫を実現

３ 「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ」な交流・環流」の拡大
活躍の舞台が広がる兵庫を実現

基
本
方
針

兵
庫
の
２
０
３
０
年
の
姿

「ダイナミックな交流・環流」

め
ざ
す
姿

「すこやか兵庫」の実現 ～五国を活かし 日本を先導 世界につなぐ～

具
体
化

⑪ 防災・減災加速
⑫ まちなか安心
⑬ 体験ツーリズム
⑭ 外国人安心
⑮ 次世代移動・買い物
⑯ 空間再生

① 起業立県実現
② 先端産業創造
③ 全員活躍
④ 価値創造人材育成
⑤ 水素社会先導

⑥ 御食国ひょうご
⑦ 豊かな森・海再生
⑧ ｽﾎﾟｰﾂ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ推進
⑨ つながる芸術文化
⑩ 在宅強化・健康寿命延伸

未来を拓く先駆的な取組を「リーディングプロジェクト」として設定（主管部局を決め、毎年度フォローアップ（R2～）



経験者採用の概要
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○配属先
・合格後に個別面談を実施し、希望する仕事内容や地域をお聞きします。
・それを踏まえて配属先を決定し、４月１日に辞令交付式を行います。

○異動
・３～５年程度のサイクルで、本庁または地方機関を異動。
様々な部署を経験することで、幅広い視野と実務能力を身につけます。

・年に１回、希望する勤務地や職務を申告する機会を設けています。
・異動にあたっては、家庭事情等についても配慮されます。

配属先・異動
※知事部局以外は、各任命権者

（警察本部警務課、教育委員会事務局総務課
又は教職員課）にお問い合わせください。
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初任給 Ａ区分は30歳、Ｂ区分は25歳時点で、新卒で入庁した同年齢の職員
と同一の水準
（例）Ａ区分（30歳）の場合、263,325円

（給料＋地域手当、神戸市内勤務の場合）
手 当 扶養手当、住居手当、通勤手当、

期末・勤勉手当（令和元年度実績4.5か月分）など
昇 給 年１回
勤務時間 原則、8:15～17:00、8:45～17:30、9:00～17:45、9:30～18:15

のいずれか。月曜から金曜までの勤務。休日は土日祝
休 暇 年次有給休暇年間２０日（4月新規採用者は15日）

夏期休暇５日、結婚休暇、出産休暇、子育て支援休暇 など
その他 育児休業、育児短時間勤務、介護休暇 など

勤務条件
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[例１]
大卒30歳で入庁（Ａ区分） 月給約30.9万円
・民間企業での職務経験8年
・扶養家族2名(配偶者・子ども1人)

[例２]
大卒25歳で入庁（Ｂ区分） 月給約26.1万円
・民間企業での職務経験3年
・扶養家族1名(配偶者)

※地域手当(神戸市内勤務の場合)、住居手当、扶養手当を含む(条件によって若干異なる)

初任給の例

20



○新任職員研修：前期（春）約１０日間＋後期（秋）５日間

○一般研修 ：各階層に応じた知識・技術を修得する研修
（概ね３～５年ごと）

○特別研修 ：職務上必要な専門的知識を修得する各種研修

○派遣研修 ・中央省庁、大学院等
・海外事務所、民間企業等

○自己啓発支援：語学学習、通信教育等への支援 など

研修制度
※知事部局以外は、各任命権者

（警察本部警務課、教育委員会事務局総務課
又は教職員課）にお問い合わせください。
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経験者採用試験

（令和２年度実施）
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試験日程
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申込期間

（インターネット） ９月４日（金）～９月２５日（金）１７時

（ 郵 送 ） ９月４日（金）～９月２５日（金）消印有効

試 験 日

筆記試験 １０月１１日（日）

面接試験 １１月２１日（土）、１１月２２日（日）、

１１月２３日（祝）、１１月２８日（土）、

１１月２９日（日）、１２月５日（土）、

１２月６日（日）のうち指定する１日



募集職種
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（事務系職種）一般事務職、警察事務職、教育事務職

（技術系職種）農学職、林学職、環境科学職、

総合土木職、建築職、機械職、電気職



受験資格
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○年齢要件
Ａ区分 ３０歳～３４歳
Ｂ区分 ２５歳～２９歳（令和３年４月１日現在）

○国籍要件 一部の職種では、日本国籍が必要です。

○欠格事項 地方公務員法第１６条各号に該当する場合は、

受験できません。

○資格 環境科学職では、環境衛生指導員の

任用資格が必要です（取得見込を含みます）。



ண


論文試験

職務経歴書
(当日提出）

個別面接①、②

適性検査

ਈ
ી
়
ત

筆記試験 口述試験

筆記試験の
点数はリセット！

試験内容
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実施結果（令和元年度）
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採用予定数 受験者数 最終合格者数 競争率

20 183 26 7.0

15 125 23 5.4

2 14 2 7.0

3 21 3 7.0

2 27 1 27.0

2 18 3 6.0

2 7 2 3.5

1 6 2 3.0

3 6 1 6.0

3 6 4 1.5

2 4 2 2.0

1 3 1 3.0

1 7 1 7.0

1 1 1 1.0

2 1 1 1.0

60 429 73 5.9

機械職Ｂ

電気職Ｂ

総合土木職Ｂ

建築職Ａ

建築職Ｂ

職　　  種

機械職Ａ

合計

一般事務職Ａ

一般事務職Ｂ

警察事務職Ａ

警察事務職Ｂ

教育事務職Ａ

教育事務職Ｂ

農学職Ａ

林学職Ａ

総合土木職Ａ



よくある質問

民間企業等での経験は、本当に行政で活かせるんでしょうか。Ｑ.

私たちはいま、人口減少や少子高齢化をはじめ、解決すべき多

くの課題を抱えています。

県職員は、日夜生じる新たな課題の解決に向け、柔軟な発想と

果敢な行動力をもって、チャレンジしなければなりません。

あなたが民間企業等で培った、事業ニーズの把握力や課題解

決力、提案力などを是非役立ててください。

Ａ.
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よくある質問

行政の職場にうまく溶け込めるか不安です。Ｑ.

兵庫県の経験者採用は、平成２年度に全国に先駆けて開始。
これまでに５００人を超える方々が採用され、県政のさまざま
な分野で活躍しています。
採用後は、新任職員研修(約２週間)があり、新卒採用者とも

交流しながら、行政の仕事の進め方を学びます。
職場では、一人ひとりに先輩職員等がマンツーマン指導員と

してつきますので、何でも気軽に遠慮なく相談してください。

Ａ.
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試験問題の過去問は

過去の論文試験の課題を、県のホームページ（採用試験

のページ）に掲載しています。

県民情報センター（県下10か所）でも閲覧できます。
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①行動力のある人

②課題への対応力を持った人

③斬新な発想を持った人

④責任感のある人

兵庫県の求める人材
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お問い合わせは、お近くの係員か下記まで

兵庫県人事委員会事務局任用課任用班
〒650-8567  神戸市中央区下山手通5－10－1（兵庫県庁第３号館８階)

078-341-7711（代表) 内線5920,5921 ※平日９時～17時（土日祝日除く）

☆インターネットによる県職員採用情報・インターネットによる受験申込
兵庫県職員採用試験のホームページアドレス

http://web.pref.hyogo.lg.jp/pref/cate2_616.html
☆メールマガジン「兵庫県職員採用情報」読者登録

http://www.mag2.com/m/0000242157.html
※ 看護師等の採用は、兵庫県病院局管理課職員班（078-362-3297）へ
※ 警察官の採用試験は、兵庫県警察官採用センター(0120-145-314)へ
※ 教員の採用試験は、兵庫県教育委員会事務局教職員課(078-362-3750)へ

ご清聴ありがとうございました
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